
盟長類における歯の形の比較解剖学的研究

山田博之(愛院大 ･組 )

詔長現の歯についてその大きさならびに形Tfを

研究した報謝 ま数多く,サルからヒトへ空ろ系列

を考察する上でfEi変な怖報を提供している｡しか

し歯の形の変化を系統的に分析したものは殆んど

なく,歯の形が柾 ･屑 ･亜科 ･科のレベルでどの

ように変化しているかは明らかでない｡今回は機

能解剖上もっとも変化が認められると思われる上

下gl耶3小臼歯について,写真投影を行い数塁的

に分析し比較調査を行った｡用いた資料は Cob･

btLS屑3種,fケesbLis屑1種,Macaca屑4種

のオスの頭蓋骨で,いずれも詔長類研究所に所蔵

されている晒骨按本である｡紡采を要約すると以

下のようになる｡

p3の頃合面からみた形では,外形でいずれも近

心瑚側部が遠心瑚側部よりも巧曲皮が強く.一般

の巧曲数を呈していたが,固有校合面で比較して

みるとこの傾向は逆にあらわれ.すべての種で逆

巧曲数を呈していた｡したがってヒトにみられる

この歯の逆巧曲微の現象は外形では詔長類 (ヒト

以外 )と異なるが,固有攻合面では共通した現象

と考えられる.外形については近心瑚側歯新都の

突出程度が強くこれに関係していた｡また柾問の

形のバラツキは近心半部の方が多く,とくに近心

頼側部で著しい.一万P3についてはP3と同様.

近心瑚側歯郡部の突出程度により変化が認められ

たが,さらに遠心瑚側部においても変化が認めら

れ,とくにこの傾向は亜科問で明白であった｡こ

れはおそらく.コロブス亜科とオナガザル亜科で

p3の舌側攻頭の発達が違っていることに関係して

いるものと思われる｡すなわちコロブス亜科では

一般にP8の舌C!11校頭の発達が悪いのに対し,オナガ

ザル亜科ではこれがよく発達しており,この頃頭が

p3の talonidおJ:ぴP4のtrigonidとの問に瞭合

を確立しているためであろう｡この関係は今回も

ちいたコロブス屑ならびにマカック屈で明らかで

あった｡一方P3の形の分析より,P.pote7WZ'a･

niはコロブス屈とマカック屈の中間に位忙し.ま

た,M.nemestn'naも他のマカック屑8印(M.

fuscata,M.mulatEa,M.fasciculaTis)とク

ラスタを別にしていた｡

課 題 9 (本年度は延期 )

五菜 屈 10

前田薫圧迫による脳織能,脳偏位,田悲内圧

脳循環動態の総合的研究

摂山田樹 ･ロ脇田冶 ･三須田蛾 ･平井長年

･市田宗窄 (名大 ･医)･久保田苅 (3R大

･詔長研 )

〔目的 〕 頭蓋内占拠性病変の際の柄頂を理解

する為には,環境圧とともに,局所圧迫や圧伝柘

の差違により生じる脳偏位の動闇を分析すること

が必要である｡柄A!の存在部位と偏位.脳幹偏位

と生命現象の関係,胴偏位と脳符環動態の関係等

を検討するため以下の実験を行った｡

〔方法 〕 日本校を用い気管内挿管,全身麻酔

下で前頭茄.C!rJ頭茄,y7i項柴にバルーンを留置し,

その窄坊増大により占拠性病巣を作成した.この

際試作の歪みセンサーを側頭葉,頭頂粟,中脳に

各々の局所脳偏位が分かる様に種々の組み合わせ

で設田した｡パラメータとして,呼吸.血圧,脂

波,heatdearance法による脳血流.頭蓋内圧を

連続記録した｡実験終7后.脳を摘出.ホルマリ

ン固定し,バルーンの存在部位,センサーの位田

を碓詔した｡臥 麻酔授作で死亡した動物に対し

ても同様の実験を行い比較検討した｡(生体5｡

死体2｡ )

〔結果 〕 (1)占拠柄A!部位による諾｡対側側頭

窮の冠状方向の圧迫される方向の偏位は.前頭茄.

側頭菜バルーン例で早卿 こ応大に遜したが,頭頂

葉バルーン例では遅れる傾向を示した｡又前97i粟

バルーン例で,病巣が脳染より浅い部と基底核に

近い部では脳偏位に相違を認め.前者は柄n!に引

きよせられる方向.后者は圧排される方向へと偏

位をした｡(2)生体と死休の比較｡死休では中期よ

り両緑的に脳偏位が進行した｡生体では脳血流が

は少をはじめる時期より脳偏位が徐々におこり,

脳血流の急激な減少を認める時期に脳偏位が急激

に進行した｡(3)中脳の脳偏位.冠状方向の脳偏位

は.叔初はバルーンに圧排される方向,のちに引

きよせられる方向へと偏位方向の転換が認められ

た｡又 ventrocaudaldorsorostralの偏位では,

dorsorostralの偏位が最大となる時期に,vital

signの急激な悪化が認められた｡
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〔結論 〕 占拠性病巣による局所脳偏位の分析

から以下の事が考えられた｡(1)その占拠巣部位に

より局所脳偏位が異なる｡(2)脳血流,脳血管床内

血攻虫等の血管緊張の程度が脳偏位の動態に関与

していろ｡(3)中脳の偏位方向の転換時にvitalsign

に変化を生じる｡

サル大脳皮質におけるドーパミンニューロンの

終末様式

酒井正樹(岡山大 ･理 )

近年,ドーパ ミン(DA)の過剰と精神異常の

関係が指摘されており,前頭連合野でのDAの働

きに舛味がもたれるが,霊長類における同部のD

A線維の知見は乏しい｡カテコールアミン(CA)

の分科 こついてはラットや.)スザルのように皮質

分化の未発連なものでは,後者の1次視覚野を例

外として.ノルアドレナリン(NA)線維は皮質

企層に一様に分布している｡マカクザルのNA-

DA線維については,前頭連合野では1･Ⅰ眉に

多く,1次および2次休性感覚野ではⅡ･五･Ⅳ

に,迎動野では全層,とくに後肢領域に豊富で,

払皮Tfでは邦l眉を除く全屑に見られる(Gold･

manら)｡一方,マカクザルのDA線維は抗体法

によるとⅣ-Ⅵ眉の水平線維に多く見られるが,

統野別には,前頭連合野は他に比べむしろ密度は

粗であったと報告されている(Morrison)｡

本実験では,昨年度に引き続き壁光湿式法によ

りアカゲザル大脳のCA線維を標識した｡結矧 ま

前回と同様,前帯状回の腹側部と前頭連合野腹外

側部の五･V･Ⅵ層に密な線維が認められた｡し

かし鐙光輝皮が低いという技術上の問題は改善で

きずDAとNAの区別,多くの領野間での比較は

困難であった｡ただし,上記の顕著な2領域は最

近のWiseらによる大脳皮質オピェー ト(〔3H〕

naloxne)受容体が最も密に存在する領域と一致

するのが注目され,CAのオピエート受容体への

関与が示唆された｡高等詔長掛 こあってはCA線

維の皮質間,および皮質層分布は複雑と思われ,

前頭前野におけるDAの役割については未だ憶測

の域を出ないと思われる｡

前頭連合野の入出力経柘の形態学的研究

藤井正子(東大 ･医)

従来のネコにおける我々の研究ではRoseと

Woolseyの帯状野と呼ばれている碍状回の部位は

多彩な皮質間結合を示すが,その前部と後部では

その結合様式が異なる｡前部では視床の非特殊核

と後外側核と結合する一方,前頭葉との結合が特

徴であり,後部では視床前核と結合する一万.辺

縁系との結合が主であった(共に7野とは結合す

る)｡このネコの所見をふまえて,符状回の細胞

構築などがよく知られているサルにおいて.前頭

連合野と帯状回の結合様式を検討してみた｡

本研究にはニホンザル3頭を使用した｡柑状回

の前部(24野 )と後部(23野 )を日掛こ,小麦腫

芽アグルチニンと西洋わさびペルオキシダーゼ結

合物(WGA-HRP.Sigma,5-100/O水溶液,

0.01〝1,2-3点)を注入し･そこからの軸索輸

送を受けたWGA-HRPはテトラメチルベンチ

ゲン(TMB)法により証明した｡その結弘 田

状回の前部(AIO-A20)注入例では.前頭茄

の特に主溝の前部でこの列側壁と.主構の中部で

この内側壁の表面に近い部分とこれに続くより円

万の表在皮矧 こ,著明な梗識細胞柴田を認めた｡

これらは第3層が主であるが,第Ⅴ～Ⅶ屈にも標

識細胞が認められ,いずれも錐体細胞であった｡

一万.村状回後部 (A5-AIO)注入例では主班

の外側壁や内側壁に標識細胞群が出現したが,よ

り少なく,より円方に限局していた｡これらの例

いずれも視床前核と視床外側核両者に結合を示し.

領域の重複が考えられるので,今後,更に検討を

加える｡最近,Brodmanの7野と碍状回との結合

が注目されているが,前頭連合野の主構内および

その周辺皮質との著明な結合は同様に注目に価す

ると思われる｡

尾状核に投射する前頭前野細胞の屑的分布

有図富夫(阪大 ･医)

わさびペ ルオキシダーゼを脳の尾状核に注入す

ると.尾状核へ投射する神経細胞がこの酵素によ

って標識される｡すなわち,脳のどの領域が尾状

核と神経解剖学上,連絡を持つのか判明する｡本

年度の研究において,無名質が同側の尾状核に投
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